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事業者・団体ヒアリング調査結果 

 

実施目的 

 福祉施設等の地域とのかかわりについて実態を把握するため、社会福祉事業者等へのア

ンケート及びヒアリング調査を実施し、寄せられた意見・提案等を計画に反映させるため。 

 

実施概要 

種類 事業者 団体 

対象 市内活動事業者 市内活動団体 

アンケート発送数 30事業者 ２０団体 

アンケート調査期間 平成 30年５月 7日～５月 25日  

アンケート回収数（回収率） １５事業者（５０％） 12団体（６０％） 

ヒアリング実施数 ８事業者 ７団体 

ヒアリング調査期間 平成 30年６月 15日～６月 22日 

 

ヒアリング実施結果 

事業者 

【障害事業所（社会福祉法人）】 

■事業内容 

・元々は 50 年間続いている就労継続支援 B 型事業所で、３年前から西東京市社会福祉協

議会から引き継いで、運営している。 

・年に１度、福祉まつりを実施している。初年度は、小学校の団体や、地域のフラダンスの

団体の方を呼んで実施した。２年目は、参加型のものにした。毎年少しずつ変更している。 

・地域との関わりを増やすためにも、人と接するのが好きな利用者さんのためにも、今年度

からカフェを立ち上げた。全て手作りで実施。高齢の親子連れや、ベビーカーの親子連れ、

クリニックに健診等で来る方等、地域の方が来てくれる。 

・障害があるとカフェに行きにくいが、作業所の利用者さん自身も、周りの目を気にせずに、

カフェを利用したりしている。また、カフェを始めたことで、感謝の言葉など、利用者さ

んや職員など、お金に替えられないものを得られている。 

 

■質の向上の取り組み 

・正職員の場合は、中堅の職員を中心に研修を受けてもらっている。 

・服用中の薬の種類から状態を把握するなど、障害者分野の研修を正職員を中心に受けても

らっている。 

※事業者・団体の事業運営等に関わる内容を含むため削除しました 


